
附属札幌中学校「学校だより」 

藤 房 

 

北海道教育大学 

     附属札幌中学校 

 

令和２年１０月１日発行 

№６ 

 

コロナ禍により延期になった１・２年生の校外学習が、９月１５日（火）に行われました。前日の天候などから実

施が危ぶまれましたが、当日は心地よい日差しのもと、生徒達の歓声が響く一日となりました。様々な制約がある

中、何ができるかを考えて行動することで、これまでの旅行的行事とはひと味違う学びがあったのではないでしょ

うか。ここでは、それぞれ学年主任と実行委員長の言葉をご紹介いたします。 

 

第１学年校外学習を終えて 

「新しい人とのつながり」を求めた９月に 

第１学年主任 成田 芳 

今年は、昨年までと形式を変えて１日日程の校外学習に変わる初年度でした。そこに新型コロナウイルス感染

拡大の影響で、本来実施する６月には実施できず、一時期は旅行的行事が実施できないのではないかという不

安のスタートとなりました。休校が明け、少しずつ本来の学校生活を取り戻していく中、生徒と行うことができる旅

行的行事の形は何か、集団活動が難しい中で生徒同士のつながりを深める学びは何なのかということを模索し

ながら、モエレ沼公園への校外学習の形が創られていきました。 

７月に行った学年総会では、生徒の意見から学年目標が決定しました。「一人一人輝けるように自分から協力

し、学年の絆を深めていこう」という言葉には、生徒同士が仲を深め合うことが難しい中ではあるけれど、第１学

年として A・B・C・D 組の垣根を越えて絆を深めていきたいという想いが込められています。生徒が自らつながり

を強くしていきたいと願う姿に、早々と旅行的行事の成功を感じました。 

当日は屋外を歩くにはちょうど良い「くもり時々晴れ」。モエレ沼公園までの約８キロはどの学級も難なく歩き切

りました（附属小出身者にとっては小１で歩く距離）。その後は、班ごとにモエレ沼公園を散策し、事前に決めた場

所でスケッチも行いました。事前に阿部先生から指導を受けたおかげで、どの生徒も見事なスケッチをすること

ができました。さらに、広報係が企画したフォトコンテストに向けて、独創的な写真を撮影するなど、盛りだくさんの

散策時間はあっという間だったようです。しかし、行事に試練はつきものです。事前にカラスには気を付けるよう注

意喚起されていましたが、なんと我々が昼食場所に決めていたところには、何十羽のカラスが待ち構えていました。

学年の団結力のおかげで（はたまた衛生係が作った学年シンボルマーク缶

バッジの輝きのおかげか）、カラスに取られることなくお弁当を食べられまし

た。食後は総務係主催の学年レクです。○×クイズやジェスチャーリレーで大

いに盛り上がりました。この様子はたくさんの保護者の方が見に来てくださ

り、たいへんうれしく感じております。こうして当初の心配をよそに、校外学習

は大成功の行事となりました。 



今回のしおりの最初には、実行委員長のＡ組大村詩音君の文章が載っています。その中に、「新しい人とのつ

ながり」を大切に、という文があります。まだ机をつけて学び合えない１年生にとって、９月はまだ出会いの季節で

す。これからの藤華祭などの行事や日常の生活を通して、この学び舎に集いし仲間として、確固たる絆を創り上

げていくことを願っています。 

 

■学年の｢絆｣                       校外学習実行委員長  １年Ａ組  大村 詩音 

「学年の絆」この言葉は７５期生の学年目標である「一人一人が輝けるよう自分から協力し、学年の絆を深め

ていこう」の一部です。今回の校外学習では学年目標の中から、「絆」を深める事を大切にしてきました。 

入学してからはや半年。休校期間があり、あまり学年での交流ができていない中での準備活動でした。準備で

は学年内などでの「ほうれんそう」がそこまでできていなかった事が課題

に挙げられます。また、当日の活動では急な変更にうまく対応できず、各

係の反省では｢臨機応変」という言葉が多く見られました。これらの反省

をどう日常生活に生かしていくか、その事を考え過ごしていきたいです。 

75 期生の仲間と過ごす時間や、一人一人の輝きを大切にしつつ、「学

年」としてのつながりを意識し、僕たちは学校生活に臨んでいきます。 

 

 

第２学年「校外学習」を終えて 

「日常」を見つめ直す「非日常」 

第２学年主任  鈴木 真之介   

料理を「つくる」、仲間との信頼関係を「つくる」、74 期生としての新しい活動を「つくる」…結団式の際、柏先

生からの言葉にあった通り、様々な「つくる」がキーワードとなった校外学習。例年通りの規模からの縮小は免れ

ない状況ではありましたが、当日を迎えるまで推進してきた準備活動と、その成果としての当日の様子からは、既

存の活動にとらわれずに、自分たちらしく活動を「つくる」瞬間が数多く見られました。それぞれの係で創造的な

活動を展開する姿。班員と協力しながら調理プランを形にしていく姿。そして何よりも、学級の枠組みを超えて同

じ時間を共有して全力で楽しむ姿に、これまでの取組が結実した瞬間を感じさせられた一日でした。 

しかし、私たち第２学年教員は、たとえ当日とそれまでの準備活動がよいものであっても、この時点で「ねらい

を達成した」と判断できません。当日の全体集会で菅原先生からのお話にもありましたが、校外学習という一つ

の行事がただの「手段」に過ぎず、最大の「目的」は「ねらいとする力を身に付け、日常生活にも生かせるように

なること」だからです。活動の時間には限りがあり、自分たちの活動を十分

に振り返って見つめ直すことや、それを今後どのように生かすかという視点

に立つのは難しいのではないか。これが、当日を終えた段階での私たちの

見解でした。 

ところが、解団式で各学級から出た意見の数々は、そのような心配を吹

き飛ばしてくれました。うまくいったことを認め合えたほか、実際に活動して



【３年生大運動会】 

修学旅行が年度末に延期になった３年生は、９月３０日（水）に大運動会を実施しました。アルティメット、

運命走、男子サッカー、女子ビーチバレー、玉入れ、選抜リレーを行い、秋晴れの下でさわやかな汗を流しま

した。運命走や玉入れには教員も参加し、学年全体で大いに盛り上がっ 

た一日となりました。開会式で実行委員長の本田さんが「自分達の手 

で行事を創り上げ、達成感をあじわい、学年の団結力を深めよう」と 

述べていたとおり、学年の絆がより一層深まったのではないでしょうか。 

分かった「計画性のなさ」や「見通しの甘さ」もしっかりと受け止め、それを「行事などの特別な時だけ頑張っても

できない」「普段の生活から同じように意識していないと計画性は身に付かない」と、日常生活との結び付きを

指摘する声が多くあがったのです。 

ゴールを定め、そこから逆算して「いまできること」を明確にすること。このような意識は、次年度の修学旅行に

向けた活動や、進路決定を含めた自己実現に向けた取組にもつながりま

す。この点において、今回の「校外学習」は有意義な取組として実施でき

たことを強く感じました。 

年度当初計画からの予定変更を紙面でしかお伝えできなかったにもか

かわらず、保護者の皆様には寛大なご理解と多大なご協力をいただけた

ことに深く感謝しております。今後は、個人懇談や学級・学年懇談会等を

通して、直接お話をしながら家庭と学校との連携を再確認していきたいと

思います。 

 

■「一人一人ができることを｣     校外学習実行委員長  ２年Ｂ組  榎本 光 

校外学習に向けた準備時間と校外学習当日は、私たち 7４期のよさと課題を知り見つめ直すことのできた有

意義な時間でした。 

コロナ禍での活動となり、制限された中でも各係が「校外学習をよりよくするにはどうすればよいのか」と今だ

からできることを考え活動していました。当日は、強風により、食器や料理が飛ばされてしまうなどのアクシデント

がありました。それに対しても、互いに料理を分け合い、協力し、柔軟に対応している姿に 74 期のよさを感じまし

た。 

一方、課題としては、レク前の片付け時間や係ごとの活動などの際に周りに気を配るということができていない

ことです。レク前の片付け時間に片付けチェックが終わってない班があるのにもかかわらずそのままレクを始めよ

うとしてしまいました。係や担当ごとの活動でも、自分は終わったからとそ

のまま先へ進もうとしてしまっていました。これからは自分以外の人の行

動に目を向け、気を配るということができたら更によりよい学年になって

いくと思います。 

校外学習を支えてくださった沢山の方々、本当にありがとうございまし

た。これからも「航海士」を目指して頑張っていく 74 期をどうぞ見守って

いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※放課後PJ活動可能日で活動する PJ生徒は、下校バスが 16:50 になります。 

日（曜日） 行事等の予定 下校バス時刻（予定） 

１（木） 基礎実習（養護）   聴力検査（１年）   放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

２（金） 前期通知表配付   放）ＰＪ長・藤華委打合せ 1６:２０ 

３（土） 部活可   英検（午前）   全附Ｐ連全国大会（オンライン）  

４（日） 部活可  

５（月） 前期終業式・後期始業式   前期期末懇談①       
【１・２年】麻）１４：１３ 栄）14:09 

【３年】麻）１４：３３ 栄）14:４６ 

６（火） 後期委員決め   前期期末懇談②    
【１・２年】麻）１４：１３ 栄）14:09 

【３年】麻）１４：３３ 栄）14:４６ 

７（水） 【研究日】   前期期末懇談③    1３:５０ 

８（木） 委員会・専門局会（３役決め）   前期期末懇談④ 1３:５０ 

９（金） 【職員会議】 1６:２０ 

10（土） 部活可  

１１（日） 部活可  

１２（月） 藤華祭ＰＪ   放）承認式撮影① 1６:２０ 

１３（火） 【研究日】   放）承認式撮影② 1６:２０ 

１４（水） 後期役員委員承認式   委員会・専門局会 1６:２０ 

15（木） ３年学力テストＢ    放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

16（金） 耳鼻科検診（１年）   藤華祭ＰＪ 1６:２０ 

17（土） 部活可   数学検定（午前）  

18（日） 部活可   漢字能力検定  

19（月） 放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

20（火） 藤華祭ＰＪ   放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

21（水） 【研究日】 1６:２０ 

22（木） ３年ＰＴＡ懇談会＋進路説明会   ＰＴＡ役員選考委員会 1６:２０ 

23（金） 後期中間テスト範囲発表   藤華祭ＰＪ 1６:２０ 

24（土） 部活可  

25（日） 部活可  

26（月） 放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

27（火） 藤華祭ＰＪ   放）ＰＪ活動可能日 1６:２０ 

28（水） 尿検査１次   藤華祭ＰＪ 1６:２０ 

29（木） 藤華祭ＰＪ   ３時間給食 1６:２０ 

30（金） 藤華祭ＰＪ   ３時間給食 1６:２０ 

３１（土） 第９回藤華祭 1６:１０ 

１０月の行事予定 

 


